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２．場 所 ：中央合同庁舎８号館６階６２３会議室 

３．出席者 ：（敬称略） 

（総合科学技術・イノベーション会議） 

久間 和生 常勤議員 ＳＩＰガバニングボード議長 

原山 優子 常勤議員 

（議長） 

佐々木 直哉 プログラムディレクター（ＰＤ） 

（サブプログラムディレクター） 

帯川 利之 東京大学 生産技術研究所 機械・生体系部門 教授 

木村 文彦 法政大学 理工学部機械工学科 教授 

安井 公治 三菱電機(株) ＦＡシステム事業本部 産業メカトロニクス事業部 技師長 

善本 哲夫 立命館大学 経営学部 デザイン科学研究センター 教授 

（推進委員） 

塩見 篤史 経済産業省 産業技術環境局 研究開発課 戦略官 
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小笠原 伸二  内閣府 科学技術・イノベーション担当 政策調査員 

 

４．議事 

【研究開発計画詳細が含まれるため非公開】 

（１）研究テーマ進捗報告 

 ・フルイディック材料創製と３Ｄプリンティングによる 

構造化機能材料・デバイスの迅速開発 

・ナノ物質の集積複合化技術の確立と戦略的産業利用 

（２）ステージゲート結果報告 

（３）戦略策定ワーキンググループ設置について 

（４）年度末評価、次年度計画について 

 

５．配布資料 

資料１－１ 進捗報告：フルイディック材料創製と３Ｄプリンティングによる 

構造化機能材料・デバイスの迅速開発【非公開】 

資料１－２ 進捗報告：ナノ物質の集積複合化技術の確立と戦略的産業利用【非公開】 

資料２－１ ステージゲート結果について【非公開】 

資料２－２ ステージゲート基準の考え方（第４回推進委員会資料）【非公開】 

資料３－１ 戦略策定ワーキンググループ設置について 

資料４－１ プログラムディレクターによる自己点検【非公開】 

資料４－２ 研究責任者による年度末自己点検【非公開】 

資料４－３ 管理法人による年度末自己点検【非公開】 

資料４－４ 平成 28 年度計画書【非公開】 

資料４－５ ＰＤ自己点検説明資料【非公開】 

 

参考資料１ ＳＩＰ革新的設計生産技術 推進委員会構成員名簿 

参考資料２ ＳＩＰ革新的設計生産技術 推進委員会（第５回）議事要旨 

参考資料３ ＳＩＰ革新的設計生産技術 24研究テーマ概要 

参考資料４ ＳＩＰ革新的設計生産技術 研究開発計画（修正案）【非公開】 

参考資料５ 年間スケジュール 

 



６．議事要旨 

（１）研究テーマ進捗報告 

・フルイディック材料創製と３Ｄプリンティングによる構造化機能材料・デバイスの迅速開発 

資料１－１に基づき、本研究テーマの研究テーマ責任者である東北大学 阿尻先生より 

発表がなされた。 

・ナノ物質の集積複合化技術の確立と戦略的産業利用 

資料１－２に基づき、本研究テーマの研究テーマ責任者である豊橋技術科学大学 

武藤先生より発表がなされた。 

（２）ステージゲート結果報告 

資料２－１、資料２－２に基づき、事務局より説明がなされた。 

（３）戦略策定ワーキンググループ設置について 

資料３－１に基づき、事務局より説明がなされた。 

（４）年度末評価、次年度計画について 

  資料４－１、資料４－２、資料４－３、資料４－４、資料４－５に基づき、 

ＰＤより説明がなされた。 

 

 


